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研究成果の概要（和文）：「私がした」という主体感と時間知覚との関連を実験心理学的に検討した。能動的身
体運動とその感覚的結果（例：キー押下と音）の時間間隔が実際より短く感じられるインテンショナルバインデ
ィング（バインド効果）がある。本研究は，バインド効果が強いとき主体感を強く感じる，という個人内相関を
明らかにした。さらにバインド効果が単一の身体運動だけでなく連続した身体運動においても生じることを明ら
かにした。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the relationship between sense of agency and time 
perception. Intentional binding refers to a compression of perceived temporal interval between an 
action and its sensory outcome. We found that an intra-individual correlation between explicit sense
 of agency and intentional binding, which suggests that one can feel stronger sense of agency when 
stronger intentional binding occurs. We also found that intentional binding occurs not only in an 
action-outcome dyad but also in action-outcome alternations.

研究分野： 認知心理学，認知科学

キーワード： 主体感　自己意識　身体運動　時間知覚　実験心理学　インテンショナルバインディング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
バインド効果が主体感の潜在指標とされながらも，それらの具体的関係は明らかでなかった。本研究は，バイン
ド効果と主体感が，個人間というよりむしろ個人内で相関（共変）することを示唆し，過去と将来の関連研究に
対して方法論的な示唆を提供する。主体感の異常が統合失調症等の精神疾患と関連することから，本研究は臨床
心理学・精神医学的な研究にも基礎的知見を提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 「自己とは何か」は，古くから現在まで受け継がれている心理学の関心である（James, 1890）。
最近では，自己を，感覚運動システムに根ざした身体的自己とみなして実験的・定量的に検討さ
れることも多い。身体的自己は，運動と感覚フィードバックの整合にもとづく主体感（運動行為
の自己帰属感；私がしたという感じ）と所有感（身体や経験の自己帰属感）からなる（Gallagher, 
2000; Tsakiris, 2010）。本研究は主に，主体感とそれがもたらす時間知覚への影響を解明すること
を目的とした。 
 主体感をともなう身体運動において，感覚フィードバックに対する主観的時間長が歪むこと
がある。たとえば腕の運動準備中に提示された視覚刺激の時間長が，運動準備しない条件に比べ
て，より長く感じられる（Hagura et al., 2012）。また主体感をともなう運動実行中には，主体感を
ともないにくい条件に比べて，視覚刺激の呈示時間がより長く感じられる（Imaizumi & Asai, 
2017）。 
 運動実行「後」はどうだろう。随意的な身体運動（例：ボタン押下）とその後に訪れる感覚的
結果（例：ピッと鳴る音）との時間間隔が，実際よりも短く感じられるインテンショナルバイン
ディング（以後，バインド効果）が知られている（Haggard et al., 2002）。バインド効果は随意的
な身体運動において生じる（例：他者に手を操られる場合は生じにくい）ことから，バインド効
果量が主体感の程度を表すと考えられ，主体感の潜在指標として数々の心理学・神経科学的研究
に貢献してきた（Moore & Obhi, 2012）。しかし，バインド効果という時間知覚の歪みが，どのよ
うな認知メカニズムのもとで生じるかについては，よくわかっていなかった。 
もしバインド効果が主体感を反映するのであれば，バインド効果の強さと，主体感の主観報告

は相関すると予想されるが，相関しないという報告も多い（e.g., Dewey & Knoblich, 2014）。しか
しそれらの報告では研究方法に再考の余地が認められた。まず，先行研究では個人間相関（例：
バインド効果が生じやすい人は主体感も経験しやすい）が分析されていた。そのため「ある人に
バインド効果が生じるとき，その人は主体感も経験している」ことを意味する個人内相関は未検
討だった。そして先行研究間では，実験参加者の運動に応じて視覚あるいは聴覚フィードバック
を提示する実験課題が混在していた。視覚と聴覚の時間解像度の差や，運動による知覚低減効果
が視覚と聴覚で異なること（Mifsud et al., 2016）を踏まえると，バインド効果もまた感覚モダリ
ティの影響を受ける可能性があるがこれも十分に検討されていなかった。 
 
２．研究の目的 
最終的な目的は，主体感とそれがもたらす時間知覚への影響を解明することだった。この達成

のために，まず本研究課題では以下３点を目的とした。 
まず，随意的な身体運動とその感覚的結果との時間間隔が実際より短く感じられるというバ

インド効果が，「私がした」という主体感と個体内で相関するかどうかを明らかにすることを目
的とした。次に，先行研究間で結果が一致しない，バインド効果と主体感との個人間相関につい
て，運動に対する視覚・聴覚フィードバックの違いによる影響を明らかにすることを目的とした。
そして，先行研究の成果を統合することで，一致しない結果群の背後にある真値を探ることを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
主に，健常な大学生を対象にした非侵襲的な行動実験を行い，量的データを統計的に解析する

ことで研究した。具体的には，実験室において，パソコンのキーボードを操作してもらったり，
モニターに表示される画像を観察してもらったり，ヘッドホンから単純音を聴いてもらったり
する課題だった。実験参加者からは生理指標を計測せずに，キーを押すまでにかかった時間を計
測したり，質問に対してキーボード操作で反応したりしてもらい，心理指標や行動指標を計測し
た。先行研究に倣った，侵襲性と危険性の低い方法だった。 
他方で，入手可能な論文を収集し，それらに記載された研究結果を統合的に分析するメタ分析

を用いた研究も行った。 
 
４．研究成果 
（1）バインド効果と主体感の個人内相関および感覚モダリティ間の等価性 
 能動的身体運動（例：キー押下）とその感覚的結果（例：音や光）との時間間隔が短く感じら
れるバインド効果と，感覚的結果を自己が生じさせた感じ「主体感」を測定する実験を行なった。
各実験参加者が実験試行を繰り返すことで，バインド効果量と，主体感の数値評定値との個人内
相関係数を分析した。その結果，やや強い個人内相関関係を突き止めた。さらにキー押下に対し
て，音が返る場合と光が返る場合とを比較したところ，同等の結果を得た。以上の結果は，バイ
ンド効果という時間知覚の歪みと，「私がした」という顕在的な主体感とが個人内で共起するこ
と，そして，そこに視覚と聴覚といった感覚モダリティの顕著な相違はないことを示唆した。 
 
（2）身体運動の連続におけるバインド効果の生起 
 従来バインド効果は，１回の身体運動と１回の感覚的結果との単一のペアにおいて検討され
てきた。そこで次のような探索的検討をおこなった。身体運動と感覚的結果が連続する状況，す



なわち繰り返されるキー押下に対してその都度返ってくる音フィードバックを聴く状況におい
て，バインド効果がどのように生じるかを検討した。能動的運動と感覚的結果が連続する間の主
観的持続時間は，他者に操られる受動的運動を取り入れた条件に比べて，より短く感じられるこ
とが示された。これは身体運動と感覚的結果の連続においてもバインド効果と似た時間知覚の
歪みが生じることを意味し，さまざまな身体運動を要する日常場面において私たちの時間知覚
が動的に変わりうることを暗示する。 
 
（3）バインド効果と主体感の弱い個人間相関 
バインド効果量と主観報告された主体感との個人間相関については，多くの先行研究が検討

していたものの賛否両論だった。メタ分析の結果，研究間での実験方法の異質性や研究数の少な
さという欠点はあるものの，統計的有意な弱い正の相関があることが示された。この結果はバイ
ンド効果と主体感の関係が個人差としては顕著には現れないことを意味し，パーソナリティな
ど他の個人間変数がバインド効果や主体感あるいは両者に影響することに起因するのかもしれ
ない。 
 
以上の成果は，主体感とその時間知覚との関連についての知見を補完し，方法論的な示唆を将

来の研究に提供すると考えられる。 
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